
コイルテスタ６０６０標準仕様

共振電圧（又は電流）………………………□.□ｋＶ（Ａ）

波高率（減衰比、Ｑの逆数）………………□□％

波長（周波数の逆数）………………………□□□.□ｕＳ □□□□ｕＳ 上下限値により合否判定

コロナ量（ピーク電圧、電流）……………□.□□ｋＶ（Ａ）

一般仕様

項目 規格値 許容差

インパルス出力電圧 －０.１０ｋＶ～－６.００ｋＶ ０.０１ｋＶ単位可変

電子サーボによる精密設定、電源電圧に影響されない。

Ú０.２ｋＶ又はÚ２０％の小さい方以内

出力電流 １００Ａ max －

０.６ｕＳ～４ｕＳ 各設定Ú２０％以内

ﾀﾞｲｱﾙ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

出力パルス幅

パルス幅 ０.６ｕＳ ０.８ １.１ １.５ １.９ ２.５ ３.５ ４.０

パルス出力周期 １０ｍＳ Ú１０％以内

試験実行速度 スタート命令後１００ｍＳ後に合否出力、命令が続く間

パルス出力に同期して合否結果を更新

－

出力電圧測定 印加電圧、共振電圧、共 ０.０～８.０ｋＶ

測定分解能０.１ｋＶ

Ú０.１ｋＶ以内

損失係数測定

（波高率）

００～９９％ （上下限合否判定付き） １００Ｈ～１００ｕＨ間

実波形の値に対してÚ３％以内

固有振動周期測定

（波長）

０.１～７９９９ｕＳ（上下限合否判定付き） １００Ｈ～１００ｕＨ間

実波形の値に対してÚ０.１％＋

１ﾃﾞｨｼﾞｯﾄ

コロナ量検出

（コロナ電圧）

０. ０１～６ｋＶ ０－ｐ（上限合否判定付）

１ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ ＨＰＦによる。

疑似コロナ発生器による実験と計算による

値。

波形モニター 外部ディジタルオシロスコープ用波形出力。

電圧換算＊Ｖ／ｋＶ 出力抵抗：５０Ω

ＤＣ～２０ＭＨｚ １／１０００

＋１、－３ｄＢ以内

電源 １００ＶÚ１０％以内 ５０～６０Ｈｚ ７０ＶＡ以内

重量・サイズ 本体：１３ｋｇ 付属品：0.5ｋｇ

(W)２５０ (H)３７０ (D)３５０ mm

付属品：試験同軸ケーブル、電源ケーブル、リモコン

発売元、お問い合わせ先 〒１９２－０１５３

八王子市西寺方町１００６－２１

松栄研究所 松原治良

Tel.fax 0426-51-6044
ホームページもご覧下さい http://www.shoeilab.co.jp
お問合せメールアドレス info@shoeilab.co.jp
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コイルテスタ model６０６０
独自のコイル試験理論によりコイル層間耐圧試験を短時間でこなす新鋭機 V1.1

サンプルコイル方式の欠点を無くした数値に

よる測定と判定

パワーモス半導体による独自のインパルス発生

機構 微少コロナの検出に貢献 （特許取得済）

微少コロナの検出によりコイルの層間不良を

予知する

適合インダクタンス範囲が広い

電圧波形法、電流波形法、

どちらにも対応、

独自の４端子モード測定

自動ライン化に即対応、

高機能インタフェース

標準装備

試験機能ごとに独立したパネル配置

試験波形

印加パルス（0.6uS 3kV） 共振波形（正常コイル） 軽微なレアーショート波形 コロナ発生

コイルの両端に印加されるパルスとそれによってコイルが発生する共振波形の例です。共振波形は

コイルにより異なりますが、波形の共通するファクタ＜波高率＞＜波長＞＜コロナ＞を数値で測定

して上下限値により合否判定をします。 P１
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波高率（減衰比）測定と判定

波長測定と判定

ｺﾛﾅ測定と判定

ｲﾝﾊﾟﾙｽ出力 ４端子ﾓｰﾄﾞ入力

実行時間タイマ

広範囲な外部制御機能

波形モニタ信号

省電力電源

ＡＣ１００Ｖ

６０ＶＡ

http://www.shoeilab.co.jp


サイリスタ方式の試験波形

パワーモス方式の試験波形

A
B

波長

C

コロナ

コロナ

コロナ（電流波）

コイルの究極の品質とは何でしょうか。

ある程度の電力を扱うトランスやモータその他のコイルにおいては、現状でレアーショートもなく動作は正常でも、層間耐圧に

欠陥があるコイルは長い時間をかけて劣化が進みやがてはレアーショートによって大きな発熱を伴いその部品が使われている装置

の損傷にもつながります。

半導体技術が発展する以前にはトランスやモータは重厚長大の存在で半永久的に使えるものと思われていましたが、技術革新と

共に軽薄短小化が要求されますとトランス・モータにおいても小型化高速化が花形となり、更に半導体と併用してスイッチング

動作でドライブされますとそこで生まれるサージのために層間絶縁に予想外の負担がかかり層間絶縁の劣化により事故につながる

例が発生しています。初期不良に近いような事故の例では既に製造時点からコイルの層間で劣化につながるような不良原因が存在

していて事故につながっているものと予想されます。

一般にインパルス試験ではコイルのインパルス応答としてコイルの両端に右の図のような

波形が発生します。この波形を正常なコイルの波形と試験コイルの波形を比較してコイル内に

何か問題がある場合には波形が変化してその差で合否の判断ができるとしてこの波形比較方式

が多く採用されてきています。

コイルテスタ６０６０ではパワーモスによるインパルス発生回路を使用しインパルスによる

減衰振動の特長をとらえて数値として表示し各表示値の上下限値を設定することで合否の判定

を行います。

測定項目

波高率：Ｑに関連する測定、右図の A ピークから B ピークへの減衰比を測定します。（単位＝％）

波 長：イダクタンスに関連する測定、右図の波長を測定します。（単位＝uS）

コロナ：層間耐圧に関連する測定、放電によるパルスＣ(Vo-p)の高さを可変基準値と比較して

合否を判定します。（電圧波形の場合は単位＝ｋV、電流波形の場合は単位＝Ａ）

私どもでは、数多くのコイル試験現場とおつき合いさせていただく中で、究極の品質とは、コイルの層間絶縁が完全に不良にな

る前に前兆現象であるコロナ放電を発生しているので、これを高感度かつ定量的に検出することにより不良判定すれば、その品質

は確保される、と言う結論に達しています。コロナ放電はエネルギー損失としては微少です、通常インパルス試験では印加電圧を

上げて行きますと図のような共振波形の最も電圧の高い近傍から発生し（コロナ開始点）更に印加電圧を上げますと広い範囲に放

電が広がります。この放電波形は非常に高い周波数成分を持っていてレベル検出には特有のコロナフィルタと高速検出回路が必要

です。

コイルテスタ model６０６０では試験方法を更に深く考えました

コイル内に何か問題があると波形が変化して合否の判定ができる、とするだけでは不充分で、真のコイルの品質チェックは

レアーショート状態に対しては波高率によって判定する。絶縁劣化のコロナを発生している状態に対してはコロナのチェックとい

う方法が最も有効な方法だという結論に達しました。

コロナを検出するために重要な課題があります。それはコロナ発生点は共振電圧の最も高い近傍にありその付近にインパルスの

印加のサージがありますとコロナを検出するのに障害となり検出能力が低下することです。下図にサイリスタ方式とパワーモス方式

の波形例を示しましたが、サイリスタ方式ではコロナ発生点付近に印加のサージがあり検出を阻害しています。パワーモス型では印

加の後の試験コイル自身の共振が始まってからコロナが発生しています。本機がパワーモス方式を採用した理由がここにあります。

サイリスタ方式 パワーモス方式

P２

更に本機では試験コイルの電流波形を取り込む機能があり（オプション）左下ページの電流波形のような波形が観測されます。

同一コイルの同じ条件の時に電流波形ではコロナ検出量が非常に増大しています。伝達関数としては複雑で定義しにくいのですが

伝達損が減少しているのは確実です。コイルのイダクタンスが大きくなると伝達損が増加することは直感的も予想できますが、実

際にもその現象は確認できます。イダクタンスの大小にかかわらず電圧波形より電流波形の方が格段に大きなＳ／Ｎ比が得られま

す。比較的低いイダクタンス（数１０ｕＨ～１ｍＨ）では２～３倍に対し数１００ｍＨ付近では５～１０倍の検出感度の向上が確

認されています。この手法は特許出願中です。

コロナ放電は共振波形の中の最も振幅の大きい付近に発生します。コイルテスタ６０６０では高速のコンパレータ（応答５ns）

により基準電圧と比較してコロナ検出ありなしを判定しています。基準電圧はディジタルスイッチにより可変になっていてこの方

法によりリアルタイムに今の波形には何ｋV のコロナ放電が起きているかを測定できます。その結果をコイルの印加電圧対コロナ検

出電圧をグラフにしますと下図のような折れ線グラフを得ることができます。

この事例では２.０ｋV0-p

を出力するインバータトラ

ンスを使用しましたが、そ

の他の低圧用のトランス、

モータのコイルなどにおい

ても同様のグラフが得られ

ます。コロナ電圧の増加の

様子を観察しますと、良品

グループでは巻線の層間耐

圧が平均化されているため

特定の印加電圧からコイル

内の多数の場所でコロナ放

電が始ま

り急速にコロナ電圧が上昇します。上のグラフでは良品は２.５ｋV を境に急増しています。この特性であれば実際の使用電圧の最

大値が２．０ｋV であればコロナも発生せず問題ありません。

不良グループではコイル内に層間耐圧が不足している場所があるため、かなり低い印加電圧からコロナ放電が始まりコイル個々に

バラバラな増加の現象を呈しています。上のグラフ中の不良品グループの例がこれを示しています。

これらの現象から的確に良品と不良品を切り分ける点として「X」点を定めることができます。「X」点の決定にはコロナの増加傾

向が良品と不良品に分かれる傾向を見ながら、実用回路上の最大電圧、動作中のサージの発生の可能性、電源のＯＮ－ＯＦＦ時な

どに発生するサージなどを含めて全ての動作状態における最大電圧、サージなどを睨んで決定します。（別途解説書あり）

以上この「コイルテスタ６０６０」が測定するファクタは１、減衰比 ２、波長 ３、コロナ の３項目でありますが、今まで

の波形比較法ではできないコロナのチェックという機能が最も重要で本機の特長とするところです。さらに「電流波形法」による

検出感度の向上にもご注目下さい。

本機の機能が最大限発揮できるか

本機の試験性能は優れたものがありますが、コイルの種類によっては試験機にコイルを接続してボタンを押すだけでは適切な結

果が出ない場合もあり得ます。お客様におかれましては、この試験機の購入後的確な試験条件が設定できるものかどうか疑問をお

持ちかもしれません。私どもでは本試験機を最大限活用していただくためにコイルの評価実験をお手伝いさせていただいています。

Ｅ－ｍａｉｌ 電話 ＦＡＸ等によりお問い合わせ頂ければサンプルコイルをお借りして評価試験をいたします。ご利用下さい。

このカタログでは説明しきれないコロナについて、また電流波形法についても別途解説書を用意しています。ご請求下さい。
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印加電圧ｖｓコロ ナ電圧
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